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「くるみ割り人形」「くるみ割り人形」
京都バレエ団公演京都バレエ団公演

ファブリス・ブルジョワ（パリ・オペラ座）版
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CASSE-NOISETTE

全 幕全 幕

12月7日㈰2025年 開    演 15：00
ロームシアター京都 メインホール
S席 ¥8,000　 A席 ¥7,000　 B席 ¥6,000  〔当日券は500円UP〕

【全席指定席】

［開場 14：15］
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構成・演出・振付・指導

フランスパリにて巨匠ファブリス・ブルジョワ氏が振付した「白鳥の湖」は2019年11月30日の初演から3年間の間に84公演10万人を動
員し、大ヒット作となった。今回の「くるみ割り人形」は、2作目として2023年4月19日パリシャトレ劇場にて初演以来好評を博し、上演は
すでに57回を越え今後はFT1（フランスのテレビ局1）がスポンサーとなる為、期待が寄せられている。当バレエ団のためにリニューアルさ
れた「くるみ割り人形」は2023年12月24日に京都ロームシアターで初演し、高い評価を受けた。

国立パリ・オペラ座メートル・ド・バレエ（指導主任）ファブリス・ブルジョワのくるみ割り人形について

待望の再演。ぜひ皆様でお越し下さい。待望の再演。ぜひ皆様でお越し下さい。

12月になると各国の特色豊かに各地で上演される。京都ではこの
冬楽しくて幸せいっぱいのステージを当バレエ団がお届けします。

クリスマスイヴにドロッセルマイヤー（魔術師）から
少女クララがもらったくるみ割り人形が眠りについた
クララを夢の世界へ誘う。

欧米にて年末の風物詩である
バレエ「くるみ割り人形」

ストーリー

主な配役・出演者

京都府、京都市、エールフランス航空、京都中央信用金庫、京都新聞、毎日新聞京都支局、京都日仏協会、（公社）日本バレエ協会、全京都洋舞協議会、（公財）京都市芸術
文化協会、（一社）京都府専修学校各種学校協会

後援

クララ：北野　優香　　王子：鷲尾　佳凛
【ゲスト】塚本　士朗　　椎山　一輝　　長谷川元志　　和田健太郎　　伊藤　大地　　クリスタップス・リンティンシュ　　大森　一樹
【京都バレエ団員】 
池田　梨菜、朝野　菫子、酒井　美穂、徳永実奈美、前野　詩織、髙橋　　萌、仁井田陽奈、平古場菜穂、矢内　姫愛、松本陽菜乃、小出　遥翔、河野真里杏、
福島　元哉、稲垣　真汐、妹尾　充人、田中　　元、その他　京都バレエ専門学校生

有馬えり子企画・制作

■ ロームシアター京都チケットカウンター
 TEL 075-746-3201（10：00～17：00／年中無休　※臨時休館日を除く）

■ e+ イープラス ［PC／携帯］https：//eplus.jp
  ［直接購入］ファミリーマート

■ 一般社団法人 京都バレエ団  京都バレエ専門学校内
 TEL 075-701-6026  FAX 075-712-8303 
 http://www.kyoto-ballet-academy.com/a-ballet.php
　（平日・土10：00～17：00　休／日・祝）
 〒606-8267 京都市左京区北白川西町73 

お問い合わせ チケットの取り扱い

■ 京都バレエ団事務局
 https://kyoto-ballet-company.com/purchase-tickets/

チケット売り出し
2025年10月6日㊊

ご注意
※膝上での鑑賞はご遠慮ください。
※怪我、病気、その他の都合により、出演者が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※出演者・内容の変更に伴うチケットの払い戻し、公演日時・券種の振替、キャンセルはお受けできません。

チケット
申し込み

国立パリ・オペラ座バレエ団
メートル・ド・バレエ

ファブリス・ブルジョワ
Maître de Ballet
de l’Opéra National de Paris
Fabrice Bourgeois

1973年 パリ・コンセルヴァトワールを首席で卒業
1973年9月12日パリ・オペラ座バレエ団入団
1979年 スジェに任命
1980年 東京国際バレエコンクールでパートナーのモニック・ルディエールとファイナリストとなる。
1995年より世界各地にてファブリス版「ロミオとジュリエット」「ドン・キホーテ」を上演
2014年 国立パリ・オペラ座バレエ団メートル・ド・バレエに昇格
 パリ・オペラ座の舞台では定期的にキャラクター役をつとめる。
京都バレエ団にて2012年、2016年「ドン・キホーテ」（全幕）、2018年「LELEVE」（夢）、2015年、
2022年「ロミオとジュリエット」全幕等を振付。いずれの作品も高い評価を受ける。
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